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ジャパン・アクティブ・グロース 

（分配型） 
運用報告書(全体版) 

 
第７期（決算日2018年12月20日） 

 
作成対象期間（2018年６月21日～2018年12月20日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年９月25日から2025年12月22日までです。 

運 用 方 針 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてわが
国の株式に実質的に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを基本とします。 
わが国の株式の中から、個別企業の調査・分析等に基づいたボトムアップアプローチにより、企業の経営戦略や財務戦略などを通じて
長期的な株主資本成長や利益成長が期待できる銘柄を選定します。 

主な投資対象 
ジャパン・アクティブ・グロース 

（分配型） 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
ジャパン・アクティブ・グロース 

（分配型） 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、配当等収益等の水準及び基
準価額水準等を勘案して分配します。なお、決算期末の前営業日の基準価額（１万口当たり。支払済みの分配金累計額は加算しません。）
が11,000円以上の場合は、分配対象額の範囲内で、別に定める金額の分配を行うことを目指します。留保益の運用については、特に制
限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

３期(2016年12月20日) 10,931 100 12.3 1,552.36 21.4 96.0 － 3,426 

４期(2017年６月20日) 11,684 200 8.7 1,617.25 4.2 96.7 － 2,760 

５期(2017年12月20日) 13,009 400 14.8 1,821.16 12.6 96.6 － 2,824 

６期(2018年６月20日) 12,785 400 1.4 1,752.75 △ 3.8 96.5 － 4,000 

７期(2018年12月20日) 11,047 200 △12.0 1,517.16 △13.4 96.8 － 5,088 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2018年６月20日 12,785 － 1,752.75 － 96.5 － 

６月末 12,596 △ 1.5 1,730.89 △ 1.2 96.8 － 

７月末 12,771 △ 0.1 1,753.29 0.0 96.8 － 

８月末 12,864 0.6 1,735.35 △ 1.0 96.9 － 

９月末 13,601 6.4 1,817.25 3.7 96.4 － 

10月末 11,887 △ 7.0 1,646.12 △ 6.1 97.0 － 

11月末 12,419 △ 2.9 1,667.45 △ 4.9 97.2 － 

(期  末)       

2018年12月20日 11,247 △12.0 1,517.16 △13.4 96.8 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2018年６月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。参考指数は、作成期首（2018年６月20日）の値が基準価額と同一となるように計算してお

ります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は12.0％の下落 

基準価額は、期首12,785円から期末11,247円（分配金込み）に1,538円の値下がりとなりました。 

 

①の局面（期首～８月下旬） 

（下落） 米中の貿易摩擦懸念を受け、中国関連の銘柄を中心に下落。 

（上昇） 外国為替市場における円安・ドル高の進行などを受けて相場全体が上昇。 

（下落） 米国とトルコの関係緊迫化や、外国為替市場においてドル高・新興国通貨安が進行し

たことで新興国経済の先行きに対する懸念が高まり下落。 

 

  



品 名：90001_140655_007_02_ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）_753107.docx 

日 時：2019/1/23 12:50:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

②の局面（８月下旬～10月上旬） 

（上昇） 米国の政策金利引き上げに対する期待感などから外国為替市場において円安・ドル高

が進行したことなどを受けて相場全体が急上昇。 

 

③の局面（10月上旬～期末） 

（下落） 米中の貿易摩擦懸念、中国経済の減速懸念などを受けて相場全体が急落。 

（上昇） 米中の貿易摩擦解消に対する期待感などから上昇。 

（下落） 米中の貿易摩擦懸念の高まりや、世界経済の減速懸念などを受けて相場全体が急落。 

 

○投資環境 

投資環境については、以下のように考えております。 

 

期首から８月下旬にかけては、外国為替市場における円安・ドル高の進行を好感する局面が

ある一方、ドル高・新興国通貨安が進行したことによる新興国経済の先行き懸念、米中の貿易

摩擦懸念などが交錯し、相場は上下に変動しました。 

８月下旬以降は、米国の政策金利引き上げに対する期待感などから外国為替市場における円

安・ドル高が進行したことなどを受けて相場全体が急上昇しました。 

しかし、米中の貿易摩擦懸念や中国経済の減速懸念などを受けて10月上旬以降は相場全体が

急落しました。11月に貿易摩擦の解消に対する期待感の高まりで一時的に上昇する局面もあり

ましたが、12月には中国の大手通信機器メーカー幹部の逮捕事件などで再び懸念が強まり急落

しました。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

○当ファンドのポートフォリオ 

［ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）］ 

基本方針として、実質の株式組入比率は高位を維持します。当ファンドは、［ジャパン・ア

クティブ・グロース マザーファンド］を高位に組み入れ、期末には96.8％としました。 

 

［ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド］ 

・株式組入比率 

現物株式につきましては、期を通じて高位を維持し、期末は97.9％としました。 

 

・期中の主な動き 

期末の銘柄数は62銘柄としました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類による時価構成比、以下同じ）と銘柄＞ 

①サービス業（期首8.5％→期末10.1％） 

業績好調ながら株価が下落した日本M＆Aセンター、地方・郊外を中心にスポーツクラブを

展開し高収益性を確保している東祥、口コミサイト「食べログ」で飲食店オンライン予約の

収益化が進むカカクコムを買い付けました。 

②機械（期首11.6％→期末13.1％） 

半導体向け精密加工装置で世界トップシェアを持つディスコ、業績好調ながら株価が下落し

たSMC、省エネルギー性に優れた空調システム（エアコン）の世界トップメーカーであるダ

イキン工業を買い付けました。 

③医薬品（期首4.0％→期末4.7％） 

数兆円単位の潜在市場があるとされるアルツハイマー病治療薬の開発に進展があったこと

を発表したエーザイを買い付けました。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①小売業（期首8.2％→期末6.0％） 

業績の安定性は高いものの成長力が見劣りするセブン＆アイ・ホールディングス、株価が大

きく上昇したMonotaROを売却しました。 

②情報・通信業（期首7.7％→期末6.7％） 

業績の不透明感が高まったソフトバンクグループ、株価が大きく上昇したオービックを売却

しました。 

③卸売業（期首2.7％→期末1.7％） 

株価が大きく上昇した三菱商事、製造コストの上昇で収益環境が悪化したシークスを売却し

ました。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

・期末の状況 

＜参考指数と比べ多めに投資している主な業種＞ 

・国際競争力が高い企業が多く存在する機械、化学、電気機器 

・国際競争力が高い企業が存在するゴム製品 

・新たな市場を創出する企業が多く存在するサービス業 

 

＜参考指数と比べ少なめに投資している主な業種＞ 

・外部環境の変化により業績が大きく振れる企業が多く存在する銀行業、卸売業 

・業績拡大余地が乏しい企業が多く存在する陸運業、食料品、電気・ガス業 

 

 
 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

の騰落率が－13.4％となったのに対して、基準

価額は－12.0％となりました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①参考指数に比べてパフォーマンスが悪かっ

た銀行業、ガラス・土石製品、証券・商品先

物取引業、金属製品などへの投資割合を低め

にしていたこと 

②参考指数に比べてパフォーマンスが良かっ

たゴム製品、医薬品などへの投資割合を多めにしていたこと 

③参考指数に比べて多めに投資していたユニ・チャーム、ファーストリテイリング、いすゞ自

動車、中外製薬、朝日インテックなどが値上がりしたこと  
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

（マイナス要因） 

①参考指数に比べてパフォーマンスが悪かった電気機器、機械などへの投資割合を多めにして

いたこと 

②参考指数に比べてパフォーマンスの良かった電気・ガス業、陸運業、卸売業などへの投資割

合を少なめにしていたこと 

③参考指数に比べて多めに投資していたエムスリー、シスメックス、日本M＆Aセンター、日

本電産、小糸製作所などが値下がりしたこと 

 

 

◎分配金 

（１） 今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり200円とさせていただきま

した。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第７期 

2018年６月21日～ 
2018年12月20日 

当期分配金 200  

(対基準価額比率) 1.778％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 200  

翌期繰越分配対象額 2,323  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド］ 

短期的な株価変動は相場環境に左右されますが、中長期的な株価形成は株主資本の積み上が

りに応じてなされると考えます。したがって当ファンドでは、個別企業の調査・分析等を中心

とした「ボトムアップアプローチ」により、企業の「強さ」と「伸び」をベースに、中長期に

わたり高いROE（株主資本利益率）を継続し株主資本を着実に積み上げると予想される企業を

中心とした投資を行っていく考えです。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

今後の投資環境については、以下のように考えております。 

 

（１） 2008年のリーマンショック以降、一定の回復期間を経て、先進国経済は「低成長」「低イ

ンフレ率」の状態が長く続いています。その克服に向けFRB（米連邦準備制度理事会）を

はじめ各国の中央銀行は国債などの金融商品を自ら買い入れる形で「量的緩和政策」と

呼ばれる大規模な金融緩和策を実行してきました。ただ、資金需要が低迷する中で限界

も指摘されるようになったことに加え、大量に供給した資金が金融市場に流れ込むこと

で実態以上に金融商品の価格が上昇するなどの副作用に対する懸念、あるいは自ら買い

入れた金融商品の価格が下落に転じた場合に中央銀行のバランスシート（財務内容）が

劣化するなどの懸念も拭えません。 

そこで、FRBは量的緩和政策を通じて約4.5兆ドルにまで膨らんでいたバランスシートの

縮小を2017年10月に開始しており、金融市場から引き上げる資金の金額は月500億ドル、

年間で6,000億ドルに達しています。FRBに匹敵する規模までバランスシートを膨らませ

ていたECB（欧州中央銀行）も資産買い入れの終了を決定したほか、日本銀行も2018年

７月31日の金融政策決定会合において資産買い入れ額の柔軟化を決定しました。 

リーマンショック以降の大規模な量的緩和政策自体が史上初の試みだったうえ、金額が

膨大であったため、その縮小に伴う影響を予想するのは困難です。もちろん、当局は金

融市場に大きな影響を与えないように最大限の注意を払うと思われますが、金融市場の

動きを当局が完全にコントロール出来るとは限らないことに留意すべきでしょう。 

 

（２） 2018年10月に世界の株式市場が急落しました。背景には諸説ありますが、最大の要因と

して挙げられているのが米中貿易摩擦の激化を受けた中国経済の減速懸念です。 

米トランプ政権は2018年４月以降、米国による中国製品の輸入に対する追加関税措置を

相次いで発動し、中国も米国からの輸入製品に対して報復関税措置を発動しました。同

時期に発表された中国の経済指標が弱く、また中国に関連する企業の業績が軒並み低調

だったため、株式市場では米中貿易摩擦の激化による中国経済の減速で企業業績の悪化

が始まったとの解釈が広まりました。 

しかし、日本の製造業各社の決算を分析すると、足下の業績が低調なのは2017年に盛り

上がったスマートフォン関連、半導体関連の投資が一巡した影響が大きく、米中貿易摩

擦の影響は全体的に軽微です。また、中国の経済指標で弱さが目立つのは「シャドーバ

ンキング」（影の銀行）と呼ばれる銀行システム外の活動による信用仲介への規制強化な

どの影響が出ているインフラ投資関連であり、製造業関連や消費関連の指標が大きく落

ち込む状況には至っていません。また、10月に株式市場が急落した際には、世界経済の

動向に左右されにくい強固な収益基盤を持つ銘柄の株価も大きく下落しました。 

私共は、現在の株式市場では米中貿易摩擦などへの懸念が行き過ぎていると考えており、

直近の決算などを確認したうえで、良好なファンダメンタルズにも関わらず株価が大き

く下落した優良銘柄の買い付けを積極的に進めています。過去の株式市場の急落局面で
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も、投資家が落ち着きを取り戻した際には優良銘柄が真っ先に買い戻される傾向が強く、

今回もそのような展開になることを予想しています。 

 

（３） 世界経済の先行きが依然として予断を許さない中、日本企業全体の業績が拡大を続ける

ことは難しくなっていると認識していますが、一方でマクロ環境に依存することなく独

自要因で成長を続ける企業も存在します。我々は今後、独自要因で成長を続ける企業と

その他の企業とのパフォーマンス格差が拡大する「二極化相場」が進む可能性が高いと

考えております。 

我が国には、刀鍛冶・鋳物職人の時代から長年にわたり熟練工が培ってきた「モノづく

り」の技術力、世界屈指のレベルにある豊富な人的資源・知的財産を背景とした科学技

術力・製品開発力、世界一品質に厳しいとされる日本の顧客の要求に応える中で培って

きた品質力・安定供給力・アフターサービス力などを磨くことで、国際的にみても高い

競争力を持つ企業が存在します。こうした「強い」企業の業績は、外国為替市場の動向

に関わらず拡大傾向にあります。 

また、IT（情報技術）・オートメーション（自動化）・省エネルギー・ヘルスケアなど、

様々な技術革新を通じて社会的ニーズに応え、新たな市場を創出する、又は社会的ニー

ズに応えられない旧来企業からシェアを奪う形で成長を遂げる企業は存在します。そう

した革新的な「伸びる」企業は人口減少の続く日本にあっても広大な潜在市場を開拓す

る余地を有しており、直近の業績も拡大基調にあります。 

このように、マクロ環境が停滞する中でも「強さ」あるいは「伸び」に秀でた企業の業

績拡大基調は続いており、今後もこのような傾向が続く可能性が高いと考えております。 

 

［ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）］ 

当ファンドは引き続き第８期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前記の投資環境認識とマザーファンドの投資方針のもとで、

ファンドの資金動向に十分配慮しながら、主要投資対象である［ジャパン・アクティブ・グロー

ス マザーファンド］の組み入れを高位に維持し、基準価額の向上に努めてまいります。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年６月21日～2018年12月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 100  0.785  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 48)  (0.379)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 48)  (0.379)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.027)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.029   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.029)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 104   0.816    

期中の平均基準価額は、12,689円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2018年６月21日～2018年12月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 1,517,878 2,186,600 371,707 561,400 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○株式売買比率 (2018年６月21日～2018年12月20日) 

 

項 目 
当 期 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 10,941,578千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 15,317,476千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.71   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年６月21日～2018年12月20日) 

 

＜ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 6,885 903 13.1 4,055 923 22.8 

平均保有割合 30.9%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,415千円 
うち利害関係人への支払額（B） 269千円 

（B）／（A） 19.1％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

  

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2018年12月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 2,692,131 3,838,302 5,031,631 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2018年12月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 5,031,631 96.0 

コール・ローン等、その他 207,763 4.0 

投資信託財産総額 5,239,394 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年12月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 5,239,394,609   

 コール・ローン等 195,363,414   

 ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド(評価額) 5,031,631,195   

 未収入金 12,400,000   

(B) 負債 151,239,663   

 未払収益分配金 92,120,113   

 未払解約金 21,217,753   

 未払信託報酬 37,823,204   

 未払利息 400   

 その他未払費用 78,193   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,088,154,946   

 元本 4,606,005,680   

 次期繰越損益金 482,149,266   

(D) 受益権総口数 4,606,005,680口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,047円 
 

（注）期首元本額は 3,128,874,635 円、期中追加設定元本額は

2,182,989,121円、期中一部解約元本額は705,858,076円、１口当

たり純資産額は1.1047円です。 
 

○損益の状況 (2018年６月21日～2018年12月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     12,948   

 受取利息 4   

 支払利息 △     12,952   

(B) 有価証券売買損益 △617,117,808   

 売買益 24,320,205   

 売買損 △641,438,013   

(C) 信託報酬等 △ 37,901,397   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △655,032,153   

(E) 前期繰越損益金 241,125,521   

(F) 追加信託差損益金 988,176,011   

 (配当等相当額) (  917,908,320)  

 (売買損益相当額) (   70,267,691)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 574,269,379   

(H) 収益分配金 △ 92,120,113   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 482,149,266   

 追加信託差損益金 988,176,011   

 (配当等相当額) (  920,979,881)  

 (売買損益相当額) (   67,196,130)  

 分配準備積立金 149,005,408   

 繰越損益金 △655,032,153   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2018年６月21日～2018年12月20日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2018年６月21日～ 
2018年12月20日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 920,979,881円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 241,125,521円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,162,105,402円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,523円 

g. 分配金 92,120,113円 

h. 分配金(１万口当たり) 200円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 200円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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